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ハイライト

株式会社ZOZO

2025年3月期

決算説明会資料

2025年3月期も気候変動に悩まされた
1年でしたがなんとか通期目標を達成す
ることができました！



25/03期 ハイライト

億円6,143

億円5,746

億円647

億円453

％11.3

商品取扱高

営業利益

営業利益率

親会社株主に帰属する当期純利益

商品取扱高
（その他商品取扱高を除く）

（前年同期比+7.0% / 達成率 100.8%）

（前年同期比+7.0% / 達成率 100.4%）

（前年同期比+7.8% / 達成率 100.9%）

（前年同期比+2.3% / 達成率 100.3%）

（前年同期比+0.1ポイント）

※営業利益率は営業利益を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出
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連結業績の概要（四半期毎）

※対商品取扱高比は各指標を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除した結果を記載しております。

連結業績の概要（四半期毎）

対商品取扱高比

商品取扱高

前年同期比

売上高

販管費

前年同期比

対商品取扱高比

営業利益

前年同期比

24/03期 25/03期

第2四半期第1四半期 第1四半期第3四半期 第4四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

商品取扱高
（その他商品取扱高を除く）

（単位：百万円）

182,018

171,089

8.4%

62,274

36,763

1.2%

21.5%

21,285

26.9%

12.4%

153,190

142,752

3.9%

52,054

35,254

12.1%

24.7%

12,994

-9.6%

9.1%

137,267

128,193

8.3%

48,414

30,477

8.5%

23.8%

14,580

11.6%

11.4%

141,885

132,631

7.5%

50,387

31,060

14.3%

23.4%

15,895

0.2%

12.0%

131,920

123,327

6.4%

45,871

27,182

4.4%

22.0%

15,862

10.8%

12.9%

126,870

118,317

6.1%

44,345

28,100

9.5%

23.8%

13,068

1.3%

11.0%

147,227

137,411

6.4%

49,448

31,452

-1.4%

22.9%

14,381

22.0%

10.5%

168,354

157,851

9.2%

57,351

36,332

16.0%

23.0%

16,767

-3.8%

10.6%
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業績

株式会社ZOZO

2025年3月期

決算説明会資料

引き続き事業の成長だけでなく株主様への
還元を強く意識してまいります。



営業利益の増減分析（対前期比）

24/03期 25/03期

※「LINEヤフーコマース」は「Yahoo!ショッピング」と「Yahoo!オークション」の合算値となります。

「ZOZOTOWN事業＋LINEヤフーコマース
※
」の粗利増減はZOZOTOWN事業におけるポイント等の費用を売上高から減額処理する前の水準で算出しております。

 「固定費」は 社員・業務委託費（物流関連費以外）・賃借料・減価償却費を含んでおります。

 「変動費」は物流関連費（業務委託含む）・荷造運賃・代金回収手数料を含んでおります。

 「実質PR費用」の増減は販管費に計上している広告宣伝費にポイント費用等を合算した実績を元に算出しております。

 「その他」費用は「固定費」「変動費」「実質PR費用」以外の全ての販管費を含んでおります。

・租税公課増  
・水道光熱費増
・資材等の消耗品費減
（前期は高額スポット
   費用計上が発生）

446.3
億円

コスト以外の変動 コストの変動

＋115.5億円

ZOZOTOWN事業
＋

LINEヤフーコマース※

粗利増

・商品取扱高増
・配送費用の値上げ

・商品取扱高増（ZOZOTOWN事業＋LINEヤフーコマース※）

 送料収入増等
 (送料ポリシーの改訂） ・決算賞与引当増

・社員増
・賃借料増
・減価償却費増

・集客、販促費用増

実質PR費用増
その他費用減 +1.8億円

その他粗利増
＋39.7億円 固定費増

-54.4億円

変動費増
-39.3億円

600.7
億円

営業利益 647.5
億円

営業利益

広告事業売上増＋14.7億円

6
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営業活動による
キャッシュフロー

24/03期 25/03期 増減要因前期比

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び
現金同等物の期末残高

60,114

-6,285

-32,081

91,486

17,525

3,594

5,056

21,738

前期：ZOZOBASEつくば3
       に関する投資
当期：DPLつくば中央に関する
        投資・既存物流拠点の設備

入れ替え

配当金の支払額増加

税金等調整前当期純利益の増加
減価償却費の増加
運転資本増加額の減少

42,589

-9,879

-37,138

69,748

（単位：百万円）

連結キャッシュ・フローの推移
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※人件費は役員報酬、賞与、法定福利費、福利厚生費、退職給付費用、賞与引当金繰入額、企業年金掛金費用、外注人件費、倉庫作業の一部費用を含んでおります。なお、項目内の「社員」は役員および社員、「物流関連費」はアルバイト、派遣（外注人件費）
   および業務委託費のうち物流業務に従事する人員の人件費相当額となります。
※対取扱高比は各費用を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。

販管費の内訳（期初累計）

連結従業員数推移：24年3月末1,681名 → 25年3月末1,738名
決算賞与支給額の増加

（前期）在庫保管状況逼迫に伴う作業効率の低下
（今期）在庫保管状況の改善に伴う作業効率の改善・省人化を目的とした設備の導入効果によるコスト減

物流拠点増加（2023年3月より賃借を開始したZOZOBASEつくば3に係る費用の増加
ならびに2024年4月よりDPLつくば中央を賃借開始）

物流拠点増加

配送業者からの値上げ要請を受け入れた事によるコスト比率の上昇（2024年4月出荷分～）

（前期）大規模物流拠点ZOZOBASEつくば３稼働開始に伴う作業用備品等をスポットで高額計上

販管費

-0.1%

0.2%

-0.3%

0.1%

0.3%

0.0%

0.1%

0.1%

0.1%

-0.1%

0.1%

-0.2%

0.3%

34,937

16,634

18,302

7,582

37,363

13,127

13,340

8,478

4,491

251

288

13,693

133,556

6.1%

2.9%

3.2%

1.3%

6.5%

2.3%

2.3%

1.5%

0.8%

0.0%

0.1%

2.4%

23.2%

6.2%

2.7%

3.5%

1.2%

6.2%

2.3%

2.2%

1.4%

0.7%

0.1%

0.0%

2.6%

22.9%

その他

株式報酬費用

のれん償却額

減価償却費

賃借料

広告宣伝費

代金回収手数料

荷造運賃

業務委託費（物流関連費以外）

物流関連費（業務委託含む）

社員

人件費 33,357

14,300

19,056

6,615

33,439

12,360

12,050

7,332

3,491

352

260

13,808

123,067

金額 金額対取扱高比 対取扱高比 対取扱高比

24/03期 25/03期 前期比
増減要因

（単位：百万円）
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販管費

その他

株式報酬費用

のれん償却額

減価償却費

賃借料

広告宣伝費

代金回収手数料

荷造運賃

業務委託費（物流関連費以外）

物流関連費（業務委託含む）

社員

人件費

24/03期 25/03期
第1四半期

金額 対取扱高比
第2四半期

金額 対取扱高比
第3四半期

金額 対取扱高比
第4四半期

金額 対取扱高比
第1四半期

金額 対取扱高比
第2四半期

金額 対取扱高比
第3四半期

金額 対取扱高比
第4四半期

金額 対取扱高比

（単位：百万円）（単位：百万円）

販管費の内訳（四半期）

※人件費は役員報酬、給与手当、賞与、法定福利費、福利厚生費、退職給付費用、賞与引当金繰入額、企業年金掛金費用、外注人件費、倉庫作業の一部費用を含んでおります。なお、項目内の「社員」は役員および社員ならびに物流業務以外の業務に従事する人員、
「物流関連費」はアルバイト・派遣（外注人件費）および業務委託費のうち物流業務に従事する人員の人件費相当額となります。
※対取扱高比は各費用を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。 

7,562

3,353

4,208

1,591

7,920

2,921

2,168

1,568

522

96

33

2,797

27,182

6.1%

2.7%

3.4%

1.3%

6.4%

2.4%

1.8%

1.3%

0.4%

0.1%

0.0%

2.3%

22.0%

7,731

3,413

4,317

1,585

7,880

2,777

2,338

1,880

626

96

74

3,110

28,100

6.5%

2.9%

3.6%

1.3%

6.7%

2.3%

2.0%

1.6%

0.5%

0.1%

0.1%

2.6%

23.8%

9,248

3,523

5,724

1,685

9,302

3,598

4,912

1,969

1,062

96

83

4,373

36,332

5.9%

2.2%

3.6%

1.1%

5.9%

2.3%

3.1%

1.2%

0.7%

0.1%

0.1%

2.8%

23.0%

8,815

4,009

4,806

1,752

8,337

3,061

2,631

1,914

1,279

62

69

3,527

31,452

6.4%

2.9%

3.5%

1.3%

6.1%

2.2%

1.9%

1.4%

0.9%

0.0%

0.1%

2.6%

22.9%

8,267

3,745

4,521

1,740

9,087

3,099

2,368

2,120

1,032

62

69

3,212

31,060

6.2%

2.8%

3.4%

1.3%

6.9%

2.3%

1.8%

1.6%

0.8%

0.0%

0.1%

2.4%

23.4%

7,833

3,601

4,232

1,702

8,881

2,964

2,473

2,114

1,077

62

77

3,289

30,477

6.1%

2.8%

3.3%

1.3%

6.9%

2.3%

1.9%

1.6%

0.8%

0.0%

0.1%

2.6%

23.8%

8,413

3,628

4,785

1,872

10,391

3,891

5,216

2,119

1,143

62

71

3,581

36,763

4.9%

2.1%

2.8%

1.1%

6.1%

2.3%

3.0%

1.2%

0.7%

0.0%

0.0%

2.1%

21.5%

10,423

5,659

4,763

2,267

9,003

3,172

3,281

2,123

1,238

62

71

3,609

35,254

7.3%

4.0%

3.3%

1.6%

6.3%

2.2%

2.3%

1.5%

0.9%

0.0%

0.0%

2.5%

24.7%
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実質プロモーション費用の推移

1 ,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2%

4%

8%

6%

10%

実質プロモーション費用：広告宣伝費とポイント等費用の合計

実質プロモーション費用比率（対商品取扱高）広告宣伝費（四半期） ポイント等費用（四半期）

※実質プロモーション費用比率は対象の費用を商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。

（百万円）

（期）

0%0

8,229

4.8%

5.3%

3.9%

3,317

4,912

4,480

2,142

2,338

3,451

7,801

6,478

1,721

1,293
1,659

1,791

2,827

4,973

2,650

3,827

2.6%

5,451

2,820

2,631

6,899

9,092

4,982
3,618

3,281

3,876

5,216

2,509

2,473

3.3%

4,323

1,954

2,368

4,013

1,844

2,168

3,015
3.3%

3.1%

5.4%

5.0%

3.8%

5.2%

4.0%

23/03 1Q 23/03 2Q 23/03 4Q23/03 3Q 24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q25/03 1Q

年
度
累
計
で
の
実
質
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
比
率
は
4
.
4
%
と
、

期
初
計
画
を
若
干
上
回
っ
て
着
地
し
ま
し
た
。
4
Q
に
売
上
の

下
支
え
の
た
め
、
3
Q
ま
で
に
未
消
化
だ
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

費
用
を
積
極
的
に
投
下
し
た
た
め
で
す
。
前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

W
e
b
広
告
や
送
料
無
料
施
策
の
強
化
が
主
な
コ
ス
ト
増
要
因
で
す
。
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10,619,934

9,269,080

1,350,854

10,859,876

9,545,087

1,314,789

11,211,383

9,935,769

1,275,614

11,411,712

10,192,333

1,219,379

11,470,592

10,352,251

1 ,1 18,341

11,690,958

10,739,246

951,712

11,681,218

10,789,997

891,221

11,552,764

10,515,910

1,036,854

813,647

11 ,403,391

845,734

11 ,21 1 ,992

842,140

11 ,028,704

870,584

10,919,685

12,217,03812,057,72611,870,84411,790,269

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

14,000,000

12,000,000

年間購入者数

アクティブ会員数

（人）

（期）

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」は含んでおりません。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

年間購入者数=過去1年以内に1回以上購入したアクティブ会員数とゲスト購入者数の合計
ゲスト購入者数=過去1年間のゲスト購入件数の合計
アクティブ会員数=過去1年以内に1回以上購入した会員数

23/03 1Q 23/03 2Q 23/03 4Q23/03 3Q 24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

ゲスト購入者数

1
月
・
2
月
は
セ
ー
ル
在
庫
の
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
、
新
規
会
員
の

獲
得
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
3
月
以
降
は
W
E
B
上
の
広
告
等
の

集
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
た
こ
と
と
春
夏
物
の
需
要

上
昇
に
よ
り
、
新
規
会
員
の
獲
得
状
況
は
好
転
い
た
し
ま
し
た
。
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1 ,000

1,200

1,100

1,400

1,300

1,600

1,500

1,700

1,800

ZOZOTOWN出店ショップ数の推移

①受託販売

②買取・製造販売

（期）

※プライベートブランド「ZOZO（ゾゾ）」「マルチサイズ」はショップ数に含んでおりません。

（ショップ）

1,523
② 25

① 1 ,498

② 27

① 1 ,505

1,532
1,554

② 28

① 1 ,526

1,562
② 28

① 1 ,534

1,564
② 28

① 1 ,536

1,605
② 28

① 1 ,577

1,595
② 29

① 1 ,566

1,605
② 29

① 1 ,576

1,6491,656
② 29

① 1 ,620

② 30

① 1 ,626

1,621
② 31

① 1 ,590

1,581
② 29

① 1 ,552

23/03 1Q 23/03 2Q 23/03 4Q23/03 3Q 24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

年
度
累
計
の
新
規
出
店
シ
ョ
ッ
プ
数
は
、
計
画
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

4
Q
は
ブ
ラ
ン
ド
の
終
了
等
に
よ
る
退
店
が
多
か
っ
た
た
め
、

シ
ョ
ッ
プ
数
は
前
四
半
期
比
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
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平均商品単価はZOZOTOWNの商品取扱高を同期間の出荷枚数で除すことにより算出平均商品単価の推移

0

（円）

（期）

3,000

2,000

1,000

4,000

5,000

6,000

7,000

-15%

-5%

15%

5%

25%

35%前年同期比平均商品単価

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」は含んでおりません。
※「LINEヤフーコマース」は「Yahoo!ショッピング」と「Yahoo!オークション」の合算値となります。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

4,360
4,003 4,038

4,369

3,6293,6983,5903,552

1.8%

6.5%

3,487

6.8%

4,438

4.9%6.3%

3,726
3,987

-1.7%

0.4%

0.9%0.2%1.1%

-0.7%
3.0%

23/03 1Q 23/03 2Q 23/03 4Q23/03 3Q 24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

1
月
・
2
月
の
セ
ー
ル
期
間
に
お
い
て
セ
ー
ル
在
庫
の
不
足
に
苦
し
ん
だ

ブ
ラ
ン
ド
様
が
多
か
っ
た
こ
と
で
セ
ー
ル
比
率
は
前
年
同
期
比
で
低
下

し
ま
し
た
。
結
果
、
平
均
商
品
単
価
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
、

前
年
同
期
比
で
微
増
と
な
り
ま
し
た
。
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平均出荷単価の推移

前年同期比平均出荷単価

0
（期）

6,000

4,000

2,000

8,000

10,000

12 ,000

14,000

-20%

-10%

10%

0%

20%

30%

平均出荷単価はZOZOTOWNの商品取扱高を同期間の出荷件数で除すことにより算出

（円）

8,735 8,980
9,422

8,1968,3438,177

9,119

7,8947,699

2.6%
4.3%

1.8%
2.8%

3.3%3.8%

2.0%

4.3%

5.2%

7,566

3.0%

8,961

4.1%

8,300

6.2%

※ ZOZOTOWN事業に限定した実績となります。「LINEヤフーコマース」は含んでおりません。
※ 体型計測デバイス「ZOZOSUIT（ゾゾスーツ）」「ZOZOMAT（ゾゾマット）」および「ZOZOGLASS（ゾゾグラス）」のみを購入したユーザーは含んでおりません。

23/03 1Q 23/03 2Q 23/03 4Q23/03 3Q 24/03 1Q 24/03 2Q 24/03 3Q 24/03 4Q 25/03 1Q 25/03 4Q25/03 3Q25/03 2Q

お
客
様
か
ら
好
評
を
頂
い
て
い
る
１
万
２
千
円
以
上
の

お
買
い
物
で
送
料
無
料
と
な
る
施
策
の
実
施
回
数
が

前
年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
た
こ
と
等
で
合
わ
せ
買
い
の

注
文
が
増
加
し
た
結
果
、
出
荷
単
価
の
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。
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会社計画

株式会社ZOZO

2025年3月期

決算説明会資料

ZOZO入社20年目、LYST買収と言う
大きなワクワクを見つけました！
これからが楽しみです！
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6,236億円
6,034億円
2,241億円
698億円
11.6％
769億円
12.7％
698億円
485億円
54円44銭

39円

1.5％
5.0％
5.1％
7.8％

-
10.2%

-
7.6%
7.0%

-
-

26/03期計画

商品取扱高
商品取扱高（その他商品取扱高を除く）

成長率(％)

売上高
営業利益
営業利益率
EBITDA
EBITDAマージン
経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益
1株当たり当期純利益
1株当たり配当金（予定）

※EBITDAは営業利益+減価償却費+のれん償却費+株式報酬費用で算出しております。  
※営業利益率・EBITDAマージンは営業利益・EBITDAを商品取扱高（その他商品取扱高を除く）で除して算出しております。  
※当社は2025年４月１日を効力発生日として、１株につき３株の割合で株式分割を実施いたしました。１株当たり配当金につきましては、株式分割後の金額を記載しております。  

◯ 商品取扱高（その他商品取扱高を除く）は前期比5.0％増、EBITDAは前期比10.2％増を見込む。
◯ LYST社連結後の実際の収益力をより明確に示すため、EBITDAならびにEBITDAマージンを重要指標として開示開始。
◯ LYST社単体の業績影響は、現在精査中であり、計画値には未反映。精査終了後、速やかに修正開示を予定。
◯ 商品取扱高「その他」区分は、Yahoo!ショッピングにおけるZOZOオプション契約ストア分の計上が当期上期をもって終了予定。
◯ 上記に伴い、27/03期以降は商品取扱高（その他商品取扱高を除く）を廃止予定。
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1株当たり配当金 配当性向

1株当たり配当金及び配当性向の推移

20

10

30

40

50

（期） 21/03 22/03 23/03 24/03 25/03 26/03 (予定)(予定)

（円）

0

20%

40%

60%

80%

0%

40.5%

50.4%

19.3
21.6

70.2% 70.1%
71 .6%

35.6
39.0

13.6

34.6
49.3%

※当社は2025年４月１日を効力発生日として、１株につき３株の割合で株式分割を実施いたしました。１株当たり配当金につきましては、株式分割後に換算した金額を記載しております。  
  なお、株式分割を考慮しない場合の25/03期の１株当たり配当金（予定）は107.0円、26/03期の１株当たり配当金（予定）は117.0円となります。

2
0
2
5
年
4
月
1
日
を
効
力
発
生
日
と
し
て
、
1
株
に
つ
き
3
株
の
割
合
で

株
式
分
割
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
配
当
は
分
割
前
の
基
準
で
行
う
予
定
で
、

1
株
当
た
り
配
当
金
は
計
画
通
り
1
0
7
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

2
0
2
6
年
3
月
期
の
配
当
に
つ
い
て
も
、
配
当
性
向
7
0
％
以
上
を
目
安
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。
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26/03期 事業別目標

ZOZOTOWN事業
買取・製造販売

USED販売
受託販売

210億円
4,937億円

11.1％

6.9％
5.4％

商品取扱高目標
5,188億円 5.5％

LINEヤフーコマース※

BtoB事業
761億円 9.3％
85億円 -35.2％

前期比

商品取扱高（その他商品取扱高を除く）
その他
商品取扱高

広告事業

6,034億円 5.0％

1.5％
202億円 -49.1％

6,236億円

115億円 2.6％

売上高目標 前期比

※「LINEヤフーコマース」は「Yahoo!ショッピング」と「Yahoo!オークション」の合算値となります。  

◯ LYST社単体の業績影響は、現在精査中であり、計画値には未反映。精査終了後、速やかに修正開示を予定。
◯ 商品取扱高「その他」区分は、Yahoo!ショッピングにおけるZOZOオプション契約ストア分の計上が当期上期をもって終了予定。
◯ 上記に伴い、「その他」は前期実績からの減少を見込むが、収益に対する影響は限定的。
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自己株式の取得及び消却の決定について

2023年10月31日には、「自己株式の取得も含めた総還元性向について、
2024年3月期以降の5年平均で80％超を目指す」との新たな還元方針を公表いたしました。
これを受け、自己株式の取得につきましては、株式の流動性や株価動向等を踏まえながら、継続的に検討を重ねてまいりました。
その結果、このたび総還元性向の目標達成に向け、2025年4月30日付で自己株式の取得を実施することを決定いたしました。
なお、本件の決議に加え、保有しておりました自己株式の一部を消却することも決定しております。

○ 取得上限：100億円または1,000万株を上限に市場買付により取得予定
○ 取得期間：2025年5月1日～2025年9月1日（予定）

①自己株式の取得

②自己株式の消却
○ 消却する株式の総数：9,390,171株（消却前の発行済株式総数に対する割合 1.04％）
○ 消却予定日：2025年5月9日

19

当社グループは、株主の皆様への利益還元につきましては、業績の推移・財務状況、今後の事業・投資計画等を総合的に勘案し、
内部留保とのバランスを取りながら検討・実施していくことを基本方針としております。





2025年3月期
決算補足資料
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今後のポテンシャル

25%（4回に1回ZOZOで購入）

1,500万人

ターゲット市場
7.5兆円、 EC化率 28 ％

日本人口
1.23億人

ZOZOターゲット人口
6,400万人

ZOZOアクティブ会員数
※1,300万人

※ZOZOTOWN本店と Y!SHP 店の合計値（重複登録会員は１人としてカウント）

会員のファッション購買における ZOZO シェア

ファッション小売市場
10.8兆円

0% 100%

人
口
数

ZOZO
5,600億円

8,000億円

一人あたり
購買頻度向上

より幅広い層の取り組み
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より幅広い層の取り込み

一人あたり購買頻度向上

生産支援

コスメ拡大とその次

テクノロジーの収益化（≒海外市場）

今後の拡大方針

ファッション小売市場 7.5 兆円

コスメ小売市場 ※2.3兆円
（EC化率10％以下）

○○市場 ××兆円

海外市場

ZOZOTOWN

ZOZO
COSME

ZOZOFIT ? ?

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

※市場規模は矢野経済研究所_2022年版化粧品マーケティング総鑑を参考に当社推計、EC化率は当社推計
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2024

ターゲット  若年層

特定ターゲットに狙いを絞り、想起を得るための施策を展開

ZOZOTOWNのユーザーをはじめとする国内のK-POPファンに向けて特別な体験を届ける。「ASEA 2024」の日本開催が実現。
「ASEA 2024」はアジアを代表するトップアーティストが出演し、世界中のファンと音楽で１つになるアワード。
去年１年間に世界で活躍したK-POPアーティストとアジアのアーティストが出演。

2025 予定
チケット購入者
・25歳以下（若年層）で約半分
 うち、女性比率 99%
・ZOZO新規会員獲得にも大きく貢献

1 より幅広い層の取り組み
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1 より幅広い層の取り組み

リアルの売り場も含めて、女性全般での想起率を着実に獲得してきている

女性15歳-59歳 　アンケート調査結果

※特にない、思い浮かばない場合は、一番上の解答欄に「なし」と書いて次にお進みください。1位から3位のいずれかに回答した率の推移をグラフ化（※本グラフはオフライン事業を含む大手に限定して抜粋）
※調査対象者: 15-59歳（男女）/実施頻度:隔月（奇数月）/サンプル数: 30,000ss / 性年代別（女性10代など）で分けた時のサンプル数は3,000ss程

35% 

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

0% 

21/07 21/09 22/01 22/03 22/05 22/07 22/09 22/11 23/01 23/03 23/05 23/07 23/09 23/11 24/01 24/03 24/05 24/07 24/09 24/11 25/01 25/03

ZOZOTOWN

27.6%

Q. ファッション商品を買おうと思ったときに、思い浮かべる場所/店/通販サイト・アプリを思い浮かぶ順番に3つまでお答えください。(FA)
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2 一人あたり購買頻度向上

検索行動の変化の波をチャンスと捉え、
ファッション特化のAIエージェント開発で新しいトラフィックにも適応して行く

〇〇（ブランド名） トップス

検索キーワードがわからない

質問
検索エンジン

生成 AI

キーワードに応じ
ランキング化した結果を表示

生成した内容と
検索した内容を融合して回答

知りたいのはこういうこと？ AI

ユーザー

検索エンジン

検索キーワードを把握している
ユーザー

既定の
コンテンツ

オリジナルな
コンテンツ

聞き方の深掘り

ファッションの悩みに
相性が良い
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Appを刷新し、
「自分の好みのジャンルを
うまく言葉にできない」ユーザーに、
ファッションジャンル診断を提供

2 一人あたり購買頻度向上

WEARではファッション診断を皮切りに、
AIエージェント機能を強化してファッションとの出会いを拡張する方向にある

ZOZOTOWNへの送客率 1.2倍
今後は AIエージェント機能を強化
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ファッションの
トラフィックを
つかむ機会

2 一人あたり購買頻度向上

今後、AIエージェントのチャネルとしてLINEが加わる予定
将来はZOZOTOWNにも実装していく

目指す姿

ファッションのことなら ZOZO 似合うがわかるAIエージェント

チャレンジ

診断型 対話型

新たにトライ

興味・悩み

購入・行動

今後答えられそうな悩み

自分に似合う
着こなしがわからない・・・

将来的に実装
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3 生産支援

着実に拡大

生産型数

生産型数はYoY＋119.4%、生産枚数はYoY＋17.8％に拡大
着やすさと自分好みのサイズやスタイルで、障がい当事者を含めたすべての人がファッションを楽しめる世界にも貢献

2023年度 2024年度 2023年度 2024年度

生産枚数

Made by ZOZOでブランドのインクルーシブウェア生産
を支援「キヤスク with ZOZO」8月10日に提供開始

プレスリリース2024年08月06日

Yo
Y +
11
9.4
%

Yo
Y +
17
.8
%
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コスメ小売市場 ※2.3兆円
（EC化率10％以下）

ZOZO
COSME

〇〇小売市場 △△小売市場

コスメ拡大とその次

GMV ： 147億円（YoY +30%）

○ コスメの売り場として存在感を持てる状況

○ コスメはアパレルとほぼ同じ仕組み上で動かしてきたが
    ライトにパートナーと連携できる仕組みを構築へ

※Y!SHP 含む

今後はあらゆるカテゴリーを迅速に狙えるように

Step1

Step2

海外在庫アイテム K-Fashion

ニアファッションのアイテム

カテゴリを増やすための仕掛けが今年整う予定
一気に海外在庫アイテムやその他ジャンルにも拡張していく

アパレルの仕組み ライトにパートナーが参加できる仕組み

仕組み
を拡張

4

※市場規模は矢野経済研究所_2022年版化粧品マーケティング総鑑を参考に当社推計、EC化率は当社推計

コスメ実績（2024年度）
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5 テクノロジーの収益化（≒海外市場）

海外市場

ZOZOFIT ? ?

海外戦略について
CFOより説明します

計測技術などを欧州にも展開を進めていく
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外部評価

MSCI ESG RATINGS：AAA

MSCI日本株ESGセレクト・リーダーズ
MSCI日本株女性活躍指数（WIN）
MSCI ESG Leaders Indexes

Morningstar Japan ex-REIT
Gender Diversity Tilt Index

CDP（気候変動分野）: A

FTSE4Good Index Series /
FTSE Blossom Japan Index
FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

Dow Jones Best-in-Class 
Asia Pacific Index

S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数

Sustainalytics ESG
Risk Rating : Low Risk

ISTOXX MUTB Japan
プラチチキャリア 150インデックス
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LYST LTDの株式取得（子会社化）に関するお知らせ



1 . ZOZOの海外戦略

2. LYST社の概要

3. 両社が創造する未来

4. 取引ストラクチャー

目次
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ZOZOの企業理念

世界中をカッコよく、
世界中に笑顔を。
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ZOZOGLASS

これまで これから

ファッションテックを自前で海外展開しつつ、ライセンス販売にもトライ。 LYST社を軸に欧米での事業基盤を確立するとともに、
ZOZOの技術ノウハウを同社に注入し、更なる成長を目指します。

AI/計測
テック領域

EC・メディア
領域

国内 海外

未開拓

計測ライセンス

自前展開

AI/計測
テック領域

EC・メディア
領域

国内 海外

計測ライセンス
技術
供与

自前展開

ライ
セン
ス

ZOZOGLASS

ZOZOFIT ZOZOMETRY ZOZOFIT ZOZOMETRY

国内で培った技術資産をもとに“海外プラットフォーマ向けライセンス”と“自前展開”の二軸で取り組んできました。
今後は、同じ志を持つLYST社を仲間に迎えEC・メディア領域へと参入することで、ZOZOの海外展開はより深化・加速します。

ZOZOの海外戦略の進化

ラグジュアリー＆プレミアム

ZOZOSUIT 2 ZOZOSUIT 2
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非連続な成長を
追求するための施策

欧米における
EC・メディア領域の展開

技術資産を基点とした
自前での事業展開

2025年

?

海外における成長イメージ
今回新たに迎え入れたLYST社をZOZOの海外展開の基盤として据えつつ、
今後も積極的に新規事業・M&Aを通じた非連続的な成長を目指します。
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社名 LYST LTD

2010年

129名 Emma McFerran

主要事業

代表者

ファッション
アフィリエイト事業

会社概要

ビジョン 主要エリア（GMVベース）

財務状況（2024年３月期）

売上高 50,146千ポンド

4,094千ポンド
営業利益

純資産

総資産

444千ポンド

22,459千ポンド

所在

設立

従業員

Floor 7, The Minster 
Building 21 
Mincing Lane London

※2025年3月末時点

ドイツ
イギリス

アメリカ

13.1%

30.3%

24.2%

LYST社 会社概要
英国を拠点に欧米市場において広範囲にサービスを展開する、ファッションショッピングプラットフォームです。

その他ヨーロッパ諸国
21.2%

11.1%
その他

Help shoppers make better choices and
help partners find better audiences, 
creating a better & brighter future for fashion
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LYST社 ビジネスモデル
27,000以上のブランド商品情報を集約し、独自のレコメンドAIにより、消費者と最適な商品をマッチングする在庫レス型の
ショッピングプラットフォームです。取引成立に応じて、パートナーから成果報酬型の手数料を得るビジネスモデルを採用しています。

アフィリエイト
サービス
プロバイダー

配送

ユーザーの流れ お金の流れ モノの流れ

商品検索 商品代金

訪問

経由

ブランド直営
小売ECサイト

手数料 手数料

商品や画像からのピンポイント探索

用途に合わせたシーン別探索

発見を楽しむインスピレーション探索

世界最大級の商品数を活かし、
AIによるパーソナライズと
高機能なUXを実現

1

3

2 4

5

67

あらゆる商品探索に最適化された設計
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提携パートナー数 取扱ブランド数 取扱SKU数

年間ユニークユーザー 年間購入者数 平均注文単価

1.6億人 220万人 63,000円

550+ 27,000+ 9,700万

LYST社 主な指標
広範囲なパートナーと連携することで圧倒的な幅と深さで商品情報をカバーし、多くの消費者に利用されています。

※1ドル=150円　2024年3月末時点

2024年3月期実績データ

※主要パートナー上位10社の平均額
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業界最大級の
商品情報1

業界からの
高い信頼2

データ起点の
販売力3

・カジュアルからラグジュアリーまで世界27,000以上の
ブランドを網羅する商品情報。

・トレンドの変化や、消費者ごとの好みの違いに対して、
柔軟かつ即時に対応可能。

・価格決定権やブランドの独自性に配慮した運営を心掛け、
パートナーの成長を支援。

・『LYST Index』は、最も注目されているブランドや
商品のランキングとして業界内でも高い影響力を持つ。

・テクノロジー、データ、AIはLYSTのDNAの一部であり、
   プロダクト、オペレーション、企業文化を支えている。
・トップノッチのエンジニアを集めてファッションの
課題をテクノロジーで解決。

日本最大級の
ブランドラインナップ=

=

=

ブランド主体の
委託販売モデル

データ・ＡＩ等
テックドリブン

LYST社とZOZOの類似点
両社は、テクノロジーを基盤とし、ブランド主導の在庫を持たないEC・メディアプラットフォームという点で共通しています。
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販売面における地理的な補完

技術・知見の補完

スケールメリットの追求

日本
トレンド

US、UK＆EU
ラグジュアリー＆プレミアム

ＡＩ・
計測技術

SEO・
パーソナライズ

システム基盤の共用・管理業務の統合

期待されるシナジー
両社の地理的なカバレッジや技術背景は理想的な補完関係にあると共に、運用面では様々なスケールメリットの追求を見据えております。
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EC事業
ブランド価値の毀損

送料の
優遇競争

海外ファッションEC事業の現状 実現したい未来

業界への影響

テクノロジーとＵＸの
追求を通じて、

新たなファッションの
楽しさ・喜びを

追求するフェーズへと
進化させたい

両社が創造する未来
ZOZOはLYST社とともに“新たなファッションの楽しさ・喜び”を追求し、
消費者と業界がともに発展できる持続可能な未来を創り上げていきたいと考えています。

返品条件の
緩和競争

熾烈な
価格競争

競争による市場への影響

ブランド
収益性の悪化
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取得方法

調達資金

スケジュール

業績影響

当社が保有する現預金で全額充当

2025年4月18日に取得完了

2026年3月期の連結業績への影響は精査中

取引ストラクチャー

当社が設立する子会社を通じて、
LYST社の発行済み全株式を約221億円で取得済み
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